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以下の要領で発表論文集原稿を作成してください。 

(1)用紙サイズ： Ａ４ 

(2)形式： Word ファイルのテンプレートを使用して原稿を作成してください。 

(3)分量： 1 発表につきＡ４サイズ２枚です。 

(4)レイアウト： テンプレートをそのまま使用してください（変更しないでください） 

1 行目： 主題 

2 行目： 副題（任意） 

3 行目： 空白 

4 行目： 発表者の氏名 ※複数の場合は、実際に発表する方の先頭に○印を付けてください 

5 行目： 発表者の所属 ※所属が大学の場合、大学名までで構いません 

連名発表で所属が異なる場合には、氏名と所属の対応がはっきりとわかるように、各氏名の下にそ

れぞれの所属を明記するか、*や**の記号を用いて記入してください。なお、1 行に書ききれない場

合には、次の行以下を適宜繰り下げてください。 

6 行目： 空白 

7 行目以下： 本文 

(5)図表： 図表は原稿に直接貼り付けてください。 

(6)ページ番号： 記入しないでください。 

（７）ファイル名： 「発表区分_氏名（カナ）」 ※例： 「口頭発表_ツクバタロウ」 

原稿作成のお願い 

時下ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。このたびは個人研究発表にお申込みいただき、

誠にありがとうございます。 

発表論文集の原稿を作成要領にしたがって作成し、202６年９月 3０日(水)23:59 までに、下記の

Google フォームから、ご提出ください（※）。なお、示された体裁から著しく逸脱する場合、また不完全

な原稿（たとえば「結果は当日示す」といった完結していない原稿など）と判断された場合、発表を取り

消す場合もありますので、ご注意ください。 

【個人研究発表用】原稿提出フォーム： https://forms.gle/iKXfUCeKErxUpUMR6 

（※）Google アカウントが無い場合は、研究大会実行委員会宛てに、メールでご提出ください。 
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第２号通信 発表論文集原稿の作成要領（個人研究発表用） 

開催のご案内（第１号通信） 
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当日の個人研究発表（口頭・ポスター）について 

１．口頭発表 

① 発表要件 

「発表論文集への論文掲載」、「発表」、「質疑への応答」の三つの条件を全て満たすことにより公式発表と認められ

ます。口頭発表者となるのは、一人一回に限ります。ただし、シンポジウム登壇者、連名発表者についてはこの限りで

はありません。 

② 発表形式 

発表時間、質疑応答は下記の時間を予定しております。発表者が発表時間帯を指定することはできません。なお、

本大会では英語セッションも開設します。英語による発表を希望される場合は、申込フォームにて、その旨をお知らせ

ください。 

□ 発表時間・・・15 分間（英語発表も同様） 

□ 質疑応答・・・８分間（英語発表も同様） 

□ 入替時間・・・2 分間（英語発表も同様） 

＊ 会場の広さには若干の相違がありますがご了承ください。発表会場の常設機器は、プロジェクター（ＨＤＭＩ及びＲ

ＧＢ接続）のみとなります。パソコンは各自でご準備ください。教育研究機関関係者は eduroam の無線 LAN アクセ

スポイントをご利用いただけます。 

２．ポスター発表 

① 発表要件 

「発表論文集への論文掲載」、「発表」、「質疑への応答」の三つの条件を全て満たすことにより公式発表と認められ

ます。 

② 発表形式 

発表者は発表時刻までに所定の位置にポスターを掲示してください。発表番号と在籍時間帯につきましては、後日

プログラム（10 月上旬頃大会ウェブサイト掲載予定）にて、公表いたします。 

□ 発表時間（ポスター掲示時間）・・９0 分 

□ 在席責任時間・・・・・・・・・・・・・・・60 分（在籍時間帯は発表番号によって区分いたします） 

＊ ポスターボードの大きさは、縦 120cm×横 90cm です。ボード左上に発表番号を掲載いたします。 

＊ 発表終了後は、所定時刻までに撤去していただきますようお願いいたします。 

 



中学生の「学びに向かう力」を規定する要因 

―進学動機との関連に着目して― 

 

 ○筑波太郎 筑波花子 

 （××大学） （○○中学校） 
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